
ポータブルガスクロマトグラフによる土壌ガス分析（H15 環告 16 号）

１．説 明 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポータブルガスクロマトグラフ（JEOL GC-310）の構造図 

 

２．概 要 

土壌汚染調査で地下１ｍから採取した土壌ガスを現地に持ち込んだポータブルガス

クロマトグラフで主として揮発性有機化合物（VOC）を分析する。分析機の構造を図に示

す。ガス試料は，キャリアガス（He）に乗って長いカラムを通ることにより，物質ごと

に分かれて出てくる。これを PID と D-ELCD の２つの検出器で検出し，検出時間から物質

を特定し，検出器の信号の強弱から濃度を標準物質と比較し算出する。 

土壌ガスに限らず，土壌あるいはコアではバックグランドのない水と振り混ぜ（簡易

溶出），地下水の場合はそのまま振り混ぜ試料瓶のヘッドスペースを採取することで，同

様に現地で分析することができる。 

 

３．目 的 

・土壌汚染（土壌ガス，土壌・ボーリングコアを使った簡易溶出，地下水）の概況を把

握するための迅速的な現場分析 

・掘削掘止め深度の決定，汚染範囲の絞り込み 

 

４．注意事項・その他 

・土壌ガスは，H15 年環境庁告示第 16 号で制度化されたが，簡易溶出と地下水は簡易分

析と位置付けられていることに注意する。 
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